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韓国家禽 

H5N6亜型高病原性鳥インフルエンザ続発中 

2/8忠清南道 天安市 
採卵鶏 21,000羽 
死亡数137羽、淘汰20,863羽 

１月発生 香川県での高病原性鳥インフルエンザ（H5N6亜型） 

未使用 

空舎中 

肉用鶏 約9万羽飼養 
死亡鶏増加 

・農場周囲は竹林と雑木林 
・発生鶏舎から10mの距離に「ため池」 
・現地調査時ため池に水鳥複数羽確認 
・発生鶏舎は一般道に面していた 
・発生鶏舎内にネズミと思われる糞あり 

昨年11月の島根県野鳥のウイルス、 
今年1月東京都野鳥のウイルスと極めて似ているが 
香川県のウイルスとは明確に区別できる 
→ 何種類かのH5N6亜型侵入の可能性あり 



 鶏舎、農場敷地周縁に2～3m幅で散布しましょう 
    消石灰散布量： 0.5～1kg/m2 

年末年始も異常を認めた場合は、すぐに家畜保健衛生所へ連絡してください 

 ０５７４－２５－３１１１   
●閉庁時は案内に従い「１」番をプッシュしてくださいつながらない場合は ０５７４－２５－３４８４  
                   土日・祝日、閉庁時も通報を受け付けます   中濃家畜保健衛生所 

こまめに消石灰の散布を!! 

→ 主な侵入経路を徹底的にふさぐ 
集卵用バーコン、除糞ベルト、排水口、扉の隙間 

国内野鳥における高病原性鳥インフルエンザ確認状況 

過去の発生では水辺に 
最も近い鶏舎が多いです 

都道府県 種名 回収日 簡易検査 遺伝子検査 確定検査 

1 島根県 コブハクチョウ H29/11/5 陽性 H5N6亜型 

2 島根県 キンクロハジロ H29/11/7 陽性 H5N6亜型 

3 島根県 キンクロハジロ H29/11/9 陽性 H5N6亜型 

4 島根県 ユリカモメ H29/11/10 陽性 H5N6亜型 

5 島根県 コブハクチョウ H29/11/11 陽性 H5N6亜型 

6 島根県 コブハクチョウ H29/11/12 陽性 H5N6亜型 

7 島根県 コブハクチョウ H29/11/12 陽性 検出されず 

8 島根県 キンクロハジロ H29/11/12 陰性 陽性 H5N6亜型 

9 島根県 オオバン H29/11/16 陽性 検出されず 

10 岩手県 オオハクチョウ H29/12/14 陽性 H6N2亜型（高病原性ではない） 

11 東京都 オオタカ H30/1/5 陰性 陽性 H5N6亜型 

12 島根県 カンムリカイツブリ H30/1/16 陽性 検出されず 

13 京都府 カルガモ H30/1/18 陰性 陽性 H12N2亜型（高病原性ではない） 

14 滋賀県 カルガモ H30/2/1 陰性 陽性 H1N1亜型（高病原性ではない） 

☆イタチ、テン、スズメ等は十分な感染源 
・ 感染実験でイタチは7日間鶏と同レベルのウイルス排出 
・ 実験感染スズメと同じ容器の飲水で鶏死亡 

野鳥からのウイルス 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネズミ等小動物により
鶏舎内 

・水辺と鶏舎間除草 
         石灰散布 
 
・鶏舎の侵入防止 
 破損個所補修 
 隙間を埋める 
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